




星 合 孝 男
南 極 観測 実 施 責 任 者1;1三議 会　(CoHI]K'i[　〔)f　ManiLgers　of
Nationa]　Antarctic　P「ogranlmes;　COMNAP)　とい う見
馴 れ な い 名 橋 に戸 惑 い を 感 じる 方が 居 られ る か も しれな
い.そ こで,第2　 [ul　COMNAPの 概'要を 報11「す る 前 に,
COMNAP,　MNAPに つ い て,少 しII見明 を させ て い た
だ きた い.
南 極観 測 の 国際 的 ・政kil的枠 組 み が 南 極 条約 に 規 定 さ
れ,そ の運 営 の 基 本 ノ∫針 が 協 議 国 会 議　〔ATCM}で 協
議 され,各 国政 府 に勧II語れ る こ と,南 極 に お け る 科学
研 究 の推 進 と これ に伴 う1川奈的 協 力 態 勢 の 構 築.情 報の
交換 等 が 南 極研 究 科 学 委Llf?　{SCARI　に 依 って な され
る こ と は周 知の 通 りで あ る.こ れ に 対 して,観 測 書 票の
実 際 の担 当 機 関 の 間 を')なぐ,国 際 的 ・公 的 な組 織 は存
在 しな か っ た.　ATCM,　SCARの 決 定 を通 報 さ れ る か.
ATCM,　SCARに 出 席 した担 当 機 関 の 長,あ る い は磯
貝の 報告 を受 け る か して,観 測 の実 施 に反 映 させ て きた.
しか し,南 極 に お け る科 学 研 究 規 模 の 拡 大 、 そ れ に伴
う国 際 協 力,環 境 保,W・t策な ど,南 極 観 測 事 業実 施 主11当
機 関 の 責fr:者の 責 務 は,こ の と ころ 飛 躍 的 に増 大 して き
た.こ の よ うな状 況 卜'にあ って,・ 部 の 責 任 者.から,各
国 の 責 任 者 が定 期 的 に 会合 し,共II亘の 課 題 につ い て議 論
し,情 報 の 交換 を行 うべ きで あ る との提 案 が な され た.
この 提 案 は,1986年6月 の 第19[tll　SCAR　(サンデ ィエ
ゴ)の 際 に な さ れ,同 舎 に 出 席 して い た 責任 者 の 問で ,
非 公式 な意 見交 換 が 行 わ れ た.そ の結 果,南 極 研 究 所 長
(National　Antarctic　programs　Directors:　NAPD)　の 会
議 が,1987年6月,ボ ー ル ダー で,　SCAR設 営 作 業 委
員 会 に 合 せ て 開 催 さ れ た.そ の 後,　NAPDはSCARの
関 係 を,公 的 か つ 緊 密 な もの と す る 必 要 性 を感 じ,
SCAR執 行 部 と の協1議を 経 た 上 で,1988年9月 の 第20
[M]　SCAR総 会(ホ バ ー ト)に お い て,　SCARと 連 合す
る　 (to　federate　to　SCAR)　組 織 と して 承 認 さ れ る に 至
っ た の で あ る.同 時 に こ の 総 会 で は,　SCAR設 営 作 業




















ブ ラ ジ ルサ ン パ ウ ロ 「1iにて 筆 者 と11ilH,ft料.}1幹
南極 設 営 及 び行 動 に 関 す る常 置 委 員 会　(Standing　Com-
mittee　・n　 Antarctic　L・gi・tiぐ・　 and　()pcrati・ns:
SCALOP)　を1設置 し,こ れ が 担 当 す る こ と と され た .
COMNAPの'医 務 局 は,現 在,　Amerit・nn　GeOphysiual
Unionの中 に あ り,運 営 経 費 は199〔〕年 まで,米 国が 好 意
的 に 負担 す る こ と に な っ て い る.以 後 の経 費負 担 につ い
て は,H下 検 討 中 で あ る.　MNAPと は,各 国 の 南 極 観
測 の 計 画 ・実 施 に 当 る政 府 機 関 の 責 任 者 と規 定 され て お
り,日 本 の場 合 は,文 部 省 の 国 際学 術 課 長 と極 地研 究 所
長 の2名 で あ る.　SCALOPの 各国 代 表 は,そ れ そ.れの
国 のMNAPが 指 名す る こ とに な っ てお り,現 在,極 地
研 究 所企 画 調 整官 が,こ れ に 当 っ て い る.
第1回COMNAPは1989年10月5・6日,　 SCALOP
と共 に ケ ン ブ リ ッジで 開 催 され た..ヒ要議 題 は,本 会 合
lel:後に予 定 され て い た,第15回ATCMの 議 題 で も あ る,
航 空 機 の 安 全 運 航,環 境 影響 評 価,廃 棄物 処 理,油 流 出
に際 して の 緊 急 対 策 で あ った.航 空 機 安 全 運 航 に 関 して
は,航 空 機 運 用 計 画 通 報 の た め の 書 式 案 を作 成 した.
SCAL(.)Pでは,上 記 諸 問 題 に 関 す る よ り 具体 的 問 題 を
検 討 した.ま た,1990年の ブ ラ ジル で の 会 合 に 際 して は,
設営 シ ンポ ジウ ム を 主催 す る こ と と した,
第2回COMNAP,　 SCALOPは,1990年7月17,19,
20日,サ ンパ ウ ロ で 開催 され た.環 境 影響 評価 の法 的,
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され る こ と とな っ た.ま た,各 国 の 国内 委 員 会 に送 付 さ
れ,同 委 員 会 は 各 々 の 政 府 に 対 し,　SCARの 協 議 国 会
議 勧 告 に対 す る回 答 と して 提 出 す る こ とと した.ま た 各
種 常 置 作 業 委 員 会 ・専門 家 グル ー プ な どか ら約50の勧 告
が 提 案 され,一 部 の字 句 訂 正 の 後,そ の全 てが 総 会 で 承
認 さ れ て い る.
SCAR主 催 で 開 催 さ れ る'℃onference　on　Antarctic
Science"の準 備 は順 調 に 進 め られ た.そ の 目的 は南 極
研 究 に つ い て の学 術 的 な討 論 を深 め,汎 地 球 的 な科学 へ
の 貢 献 を促 進す る こ と,ま た南 極 科 学 を国 際 的 な科学 集
団 の 中 で 強化 し,よ り広 い 範囲 の人 々 に知 ら しめ るこ と
にあ る.こ の コ ン フ ェラ ンス は1991年9月23H～28日,
西 ドイ ツ ・ブ レー メ ン市 で 開催 され,汎 地 球 的 科 学:にと
って の 南極,地 球 環境 変動 と南 極 観 測,南 極 科 学 の将 来
へ の 展 望 な ど をテ ーマ に討 論 を行 う こ と と な っ た.
SCARの 機 能 を 強 化 す る た め い くつ か の 組 織 の 改 革
が行 わ れ た.そ の 一一つ はSCARの メ ンバ ー 国 の 増 加 に
よ り,副 会 長　(vice・president)　を現 在 の2人 か ら3人
制 に し,執 行 部 の 強 化 をは か っ たこ とであ る.ま た,前
回 のSCARに お い て,超 高 層 物 理 に関 す る常 置 作 業 委
員 会が 拡 充 され,対 流 圏,成 層 圏,中 間圏 を含 め た作 業
委 員 会 とな り,名 称 も大 気 科 学 〔Atmospheric　Science)
と な っ て い たが.今SCARで は,同 委 員 会 を更 に発 展
させ,2つ の常 置 作 業委 員 会 に 分離 す る こ と とな った.
即 ち,大 気 物 理 ・化 学 作 業 委 員 会　(Physics　and　Che・
mistry　ofthe　Atmosphere;　PACA)　と太 陽 一 地 球 系 お
よ び 天 体 物 理 研 究 作 業 委 員 会　(Solar　Terrestrial　and
Astrophysical　Research　;　STAR)　で あ る.特 に 前者 は
今 回 のAntarctic　Climate　R search　〔ACR)に関 す る専
門 家 会 議 が 解 散 さ れ た こ と,ま た 今 後 のIGBPの 推 進
に 対応 す る ため の 委 員 会 と して 設立 さ れ た もの で あ る.
役員 の改 選 が あ り,次 期"990～1994)会長 に イギ リ
ス のR,　M,　Laws博士,副 会 長 に ア ルゼ ンチ ン のC,A,
Rinakdi教授 とア メ リ カのC.　R.　Bentley教授 が 選 出 され
た.次 回(22回)　SCAR総 会 は ア ルゼ ンチ ン で1992年
に 開 か れ る 予 定で あ る.
〔筆 者:国 立 極 地研 究 所研 究 主幹)
SCAR地質学作業委員会及び地質学 ・
固体地球物理学合同作業委員会に出席 して





























































議は,云 うまで もな く明年9月 にわが国で開催が予定 さ
れている第6回南極地学国際シンポジウムについてであ
った.筆 者 か ら まず 準 備 の 現 状 と今後 の 見 通 し を報 告 し
た.こ の シ ンポ ジ ウ ムの 際,そ の セ ッ シ ョ ンの 一 部 と し
て"下 部 地 殻 の プ ロセ ズ'や"年 代 の 諸 問 題"な どの 会
合 を,ま た この 期 間 中 や 終 了後 の2-3日 間 を と って,
`'南シ ェ トラ ン ド諸 島 と プ ラ ンス フ イ ー ル ド海峡 の ワ ー
ク シ ョ ッ プ",'`南極 周 辺 海 域 の 層 位 学 研 究
(ANTSTRAT}　ワ ー ク シ ョ ッ プ",`'GOSC"
"GoSLITH"等々 の 会 合 を開 く要 望 が 出 さ れ
,世 話 役
と して 嬉 しい 悲 鳴 をあ げ る こ とに な りそ うで あ る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 資 料 主 幹)
SCAR専門家会議に出席 して



















ファレンスは共通の話題 として討議 された.さ らに
GPS　(グローバル ・ポジショニング ・システム)の 共
同観測が提案された.1992-93年のシーズンを目途に実
施されるであろう.また,南極の環境保護のため,南極













今回は,こ の計画が一歩進み,ア メリカ,西 ドイツ,
イギリス,ソ ビエ ト,ニュージーランドが,共 同で実施
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同開発をすすめている 「月 ・南極 ・ペネ トレータ」を紹














ジウムに続いて,9月 後半に 「南極科学 コンファレン
ス」が西 ドイツで開かれることである.シ ンポジウムの
H程を決める段階では,こ の会議は5月 のはずであった














けでな く,下層の大気科学(気 象学)を も含むべきこと










7月16日か ら20日,途 中 見学 会 の1日 を含 み5日 間 に わ
た り,約15か 国 か ら40名が 参加 して,活 発 な議 論が な さ
れ た.日 本 か らは4名 とい う大 所 帯 の 出席 で あ った.発
表 の う ち,気 象 関 連 は全 体 の1/3強 で あ った が,話 題
が 種 々 で あ っ た こ と,出 席 者 が限 られ て い た こ とか ら,
議 論 が 深 ま る に は到 らな か っ た こ と はや む を 得 まい か.
最 終 日の21日,ビ ジ ネ ス ミーテ ィン グが持 た れ,今 後
の 活 動 方 針 が 検 討 され た.特 に,超 高層 関係 と気象 関 係
が 同 一.一の作 業 委 員 会 と して 活 動 す る の に は無 理 があ る と
の 認 識 か ら,改 め て2つ に 分 離 す る こ とが決 め られ た .
こ れ まで のM.　Rycroft議長 か ら,　L.　Lanzer。tti議長 の
「太 陽 一 地 球 系 お よ び 天 体 物 理 研 究 作 業 委 員 会　(So[ar
Terrestrial　and　Astro　Physical　Research;　STAR)」　と,
D.　Bromwichを議 長 とす る 「大 気 物 理 ・化 学 作 業 委 員
会　〔Physics　And　Chemistry　of　Atmosphere:　PACA)」
で あ る.
南 極 気 候 研 究(ACR)専 門 家 会 議 が 持 た れ,こ れ ま
で の経 緯,現 状,将 来計 画が 話 され た.既 に 活動 を始 め
て10年,所 期 の 目的 を達 した(最 も集約 的 なACRプ ロ



















石 沢 賢 二
7月16～18nまでの3B間,標 記のシンポジウムが第
21回SCAR総会会場の講堂で開かれ ました.前 回は










事情 を踏 まえて,南 極の厳しい自然に対処する設営技術
から南極の自然を守る技術への変化が今回のシンポジウ


































































された.国 内外か ら114名の研究者が参加 し研究成果の
発表と,活発な討論が行われた,海外からは招待者のシ
カゴ大学のアンダース教授を含め米国から7名の研究者












第13回極 域 気 水 圏 シ ンポ ジウ ム は 平 成2年7月12日 ～
13日の2日 間,当 研 究 所6回 講 堂 に て 開催 され た .82件
の 講 演 発 表 が あ り,海 外 か らの3名 を 加 え,参 加 者 は
170名を数 え た.講 演 申 し込 み が 多か った た め 、 多 くの
口頭 発 表 希 望 の 人 に ポ ス タ ー発 表 を お願 い し,1日 目の
午 後 を ポ ス ター 発表 の 時 間 に した.結 局,口 頭 発 表 が40
件.ポ ス タ ー発 表 は42件と な っ た.懇 親 会 を1日 目 の午
後6時 か ら講 義 室 で 行 った が,80名 以 上 と予 想 以 上 の参
加 で,廊 下 にて 懇 談 す る姿 も見 られ た.
話 題 と して は 海氷(7),大 循 環 ・成 層 圏 ・気 候(11),
衛 星 画 像 ・レー ダー(10),コア解 析(1D、堆 積 環 境 ・氷
床 変 動(12),南極 の 気 象,雪 氷 観 測(5),結 晶(2),オ
ゾ ン(7>大気 微 量 成 分 ・エ ア ロ ゾ ル(17)があ った.
昨 年 同 様 に 大 気微 量 成分 の 観 測.物 質 環 境 の 発 表 が 多
か った.オ ゾ ンホ ー ル 形成 に 関 与 して い る と して 注 目 さ
れ て い る 成 層 圏 エ ア ロ ゾ ル にPSCsが あ る が,こ の 一 部
が 硝酸 エ ア ロ ゾ ルで あ る と示 唆 され る観 測 が あ っ た.ま
た南 極 観 測 齢 し らせ の船 上 観 測 で,海 洋 を起 源 とす る 大
5

















伊 藤 明 夫 東京大学海洋研究所経理課船舶掛長
(管理部会計課用度第二係長)
古 川 松 夫
























す は ず で あ った が,悪 天 続 きの た め ほ とん ど閉 じこ め ら
れ る 日 々 と な って しま った.し か し,そ れ で も窓か ら入
って 来 る光 は 日毎 に明 る くな って 来 て お り,春 もそ う遠

























れ.同 日発表された.残 る3名 については.現 在選考中
である.
第32次隊は,例 年通 りの定常観測のほか,富 突系の
「ポーラーパ トロール気球による超高層大気の観測(3
年計画1年 次)」気水圏系の 「南極域における気候変動
に関する総合研究(5年 計画5年 次)」雪氷 ・地学系の
「第 血鯛東クイーンモー ドランド地域の雪氷 ・地学研究
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レ来訪者く
平 成 元 年10月ll日～10月17日　 Dr.　COSTA,　D.　P.　〔カ
リフ ォルニ ア 大学:講師}
IO月17日～10月22日　 Dr,　BENGTSON,　J.　(米国 国 家 海
洋 大気 局 主 任 研 究 員)
10月11日　 1)r、　NICOL,　S.　(オー ス トラ リア 南極 局 主 任
研 究 員)
10月27F1赤祖 父 俊　・　([)r.　AKASOFU,　S、ア ラ ス カ
大学 地 球 物 理 研 究 所 長 〕
11月10f.1-11月13H熊 康　 (Mr,　Xlong　Kan中国 科
学 院 大気 物 理 研 究 所 研 究 員)
ll月lo日～11月13H剣 ～ 名}原　(Mr.　zheng　Ming　・
yuan中国電 波1云播 研 究i叶研 究 則
ll月17日～ll月301.1　Dr.SCHNEIDER,W.　(アル フ レ
ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ナ ー極 地 海 洋 研 究 所 主 任 研 究
員)
11月15日　 Prof.　VAISBERG,　O.　L.　〔ソ連 科 学 ア カ デ
ミー 宇宙 科 学 研 究 所 教 授)
ll月9H孫f菱 翼　(Dr.　Sohn　Joonik韓|国建F没}支術 研F
究 所 主任 研 究 員)
12月8H～12月15日　 Dr.　GOWTHAMAN,　S.　(マドラ
ス大 学植 物 学 研 究 セ ン ター研 究 則
12月4H～12月6El　 Mr.　JAYATII.EKF,　S.(セイ ロ
ン科 学技 術 研 究 所 研 究1い
12月12[{～12月18日　 Mr.　JAYATILEKE,　S、(セイ ロ
ン科 学技 術 研 究 所 研 究1U
12月18日－t2月22　EI　Prof.　BERKEY,　F.　T.　(ユタ大 学
大気 宇宙 科学 セ ン ター教 授}
12月19日　 Dr.　CHILINGAROV,　A.　(ソ連 国 家 水 文 委
11会副 議 長)
平 成2年|月20日 一1月27日 　 Pref.　LEGENDRE、　L.
(カナ ダ ラパ ル 大学 理 工 学 部教 授)
1月24日　 Prof.　WEBERS,　G.　F.　(マカ レ ス タ ー 大 学地
質学:部教 』受)
1月26日　 Prof,　MALAURIE,　J,　(社会 科学 高 等 学 校教
授,国 立 科 学 研 究 所 主 任 教 授,北 極 研 究 所
艮)
1月26日　 Dr.　DELMAS,　C.　〔フ ラ ン ス 大使 館 科 学 技 術
参 事官)
1月26日　 Dr.　LIPPMANN,　」,　(徳島 大学)
2月9日 ～2月10日 　 Pr`)f.　ALEXANDER,　V,　(アラ ス
カ 大学 海 洋 研 究 所 長)
2月8日 ～2月10日 　 Prof,　MARTIN,　S.　(ワシ ン トン
州 、ン1大学 海 洋学 部教 授)
2月11日 ～2Jj13日　 Prof.　KELLEY,　J.　J.　(アラ ス カ大
学 フ ェ ア バ ン クス校 教 授)
3月5H　 Dr、TROSHICHEV,0,A.〔ソ連 北 極 ・南極
研 究 所 地 球 物 理 研 究 部門 長)
3∫il3日　 Dr.　MA,　C.　(米国 航 空 宇 宙 局 ゴ ダ ー ドfl.:宙
飛行 セ ン ター地 殻 力学 プ ロ ジ ェ ク ト主 任研 究
員)
3月5日 ～3月17日 　 Dr.　SCHNEIDER,　W.　(西ド イツ
ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ーゲ ナ ー極 地 海 洋 研 究 所
研 究 則
3月9日 　 Prof.　AUGSTEIN,　E.　(アル フ レ ッ ド ・ウ
ェ ーゲ ナ ー極 地 海 洋 研 究 所 教 授(所 長 代 理b}
3月24日　 Dr.　HOFFMAN,　R,　(米国 航 空 宇 宙 局 ゴ ダー
ド宇 宙 飛 行 セ ンタ ー地 球 物 理 学 部門 長)
3月26日 襲 知 本　(Prof.　Gong　Zhiben中国 科 学 院 安
微 光 学 精 密 機 械 研 究 所 長)
3月26日 佳 麗 新　(Prof.　Ren　Lixln,　中 国 科 学 院 大気
物 理 研 究 所 副 所 長)
3月26日 石 庸 王　(Prof.　Shi.中国 科学 院 大 気 物 理 研
究 所 教 授)
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　 temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp、)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
10・min.mean)〔m/s.)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Mean　 c[oud　cover)　(1/10)






















































日本隊で も 「ふ じ」の時代に突入するとともに.土




多くは,公 共の場に大切に展示 されている.か くして,
日本国内のあちらこちらの思わぬ場所で南極の石を見








ところが,展 示の中には,こ の古い 「南極の石」 を
「南極石」と,説 明板に書いてあるものが見られる.南
極石は南極で初めて発見された鉱物である.ロ ス海西
岸に近い ドライバ レーの ドンファン池で日本隊により
発見され,持 ち帰 られ,数 々の分析 と検討が重ねられ
た結果,国 際委員会で,新 鉱物と認定 された,そ して,
この新鉱物は南極石(な んきょくせ き:ア ンタークテ
ィサイト)と命名されたのである.
ドンファン池は水深がわずか10～20cmで,塩分は
海水の数倍 もあ り,水をなめると.辛いというより苦い
と感じるほどで,水 の中に靴で入ったあとは,た ちま
ち靴の表面は白っぽ くなる.塩 分が晶出するからであ
る.南 極石は毎年11月頃になると,池の水面付近に析
出する白色針状結晶で,化 学的には塩化カルシウム六
水塩である.結 晶は10cmにも成長するが,一.・般には
「塩の固まり」といっても過言ではない.「南極石」は
いわば現在つくられた石であり,昭和基地付近の石は
南極大陸がゴンドワナ大陸の…部であった頃の古い石
で,性 質も全然異なる石である.「南極の石」と 「南極
石」,間違いのないようにして欲しい.
